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学校法人千代学園 みやじま幼稚園  運営規程 

 

（施設の目的及び運営の方針） 

第１条 本園は、教育基本法の精神に則り、学校基本法に従い幼児を保育し、適当な環境を与えてそ

の心身の発達を助長することを目的とする。 

２ 本園は、教育基本法（平成18年法律第120号）、学校教育法（昭和22年法律第26号）、子ども・

子育て支援法（平成24年法律第65号）及び焼津市特定教育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例（平成 26 年焼津市条例第 17 号）その他の関係法令を遵守して運営する。 

 

（名称及び所在地） 

第２条 学校法人千代学園が設置する幼稚園の名称及び所在地は、次のとおりとする。 

(1)  名称  みやじま幼稚園 

(2)  所在地 焼津市三ヶ名字宮嶋８０７番の１ 

 

（提供する教育の内容） 

第３条 本園は、幼稚園教育要領等を踏まえ、園児の心身の状況等に応じて教育を提供する。 

 

（職員の職種、員数及び職務の内容） 

第４条 本園に置く職員の職種、及び職務の内容は、以下のとおりとする。 

(1)  園長 １名 

園長は、職員及び業務の管理を一元的に行い、職員に対し法令等を遵守させるため必要な指

揮命令を行うとともに、園児を全体的に把握し、園務をつかさどる。 

(2)  副園長又は教頭 １名以上 

副園長又は教頭は、園長を助け、その命を受けて園務をつかさどる。また、園長に事故があ

るときはその職務を代理し、園長が欠けたときはその職務を行う。 

(3)  主幹教諭（主任） １名以上を置くことができる 

主幹保育教諭は、園長及び副園長又は教頭を助け、その命を受けて園務の一部を整理し、並

びに園児の教育及び保育をつかさどる。  

(4)  指導教諭（学年主任）を置くことができる 

指導教諭は、教育保育内容について教諭の指導にあたり、園内教育保育の円滑な推進にあた

る。 

(5)  教諭  ９名以上 

教諭は、教育及び保育をつかさどり、教育及び保育について、その計画の立案，実施，記録

及び家庭連絡等の業務を行う。 

(6)  保育助手 １名以上を置くことができる 

保育助手は、教育及び保育をつかさどり、教諭の業務を補佐し、保育の円滑な運営に寄与す

る業務を行う。 

(7)  事務長 １名を置くことができる 

 事務長は、事務及び園の諸用務に従事するとともに、事務職員を監督する。 

(8)  事務職員 １名以上 

事務職員は、事務及び園の諸用務に従事する。 

(9)  運転手 １名以上 
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運転手は、園バスの運転及び園の諸用務に従事する。 

(10) 園医他 

    園医１名、園歯科医１名、園薬剤師１名を置く。また、園眼科医１名を置くことができる。 

 

（学年及び学期） 

第５条 本園の学年及び学期は、次のとおりとする。 

(1)  学年は４月１日に始まり、翌年３月 31日に終わる。 

(2)  学期は次の３学期とする。 

① 第１学期    ４月１日から ８月３１日まで 

② 第２学期        ９月１日から 12月３１日まで 

③ 第３学期    翌年１月１日から ３月３１日まで 

 

（開園時間） 

第６条 本園の開園時間は、午前８時から午後６時までとする。 

 

（教育を行う日及び行わない日） 

第７条 本園において、教育を行う日は、月曜日から金曜日までとする。 

２ 本園において、教育を行わない日は、次のとおりとする。ただし、園長が必要あると認める場合

は、教育を行わない日を変更することができるものとする。 

(1)  国民の祝日に関する法律に規定する日 

(2)  日曜日・土曜日 

(3)  夏期 ７月 21日から８月 31日まで 

(4)  冬期 12月 25日から１月７日まで 

(5)  春期 ３月 21日から４月５日まで 

(6)  その他、園長が別に定める日 

 

（教育を行う時間） 

第８条 本園において、通常の教育を行う時間は、平日の午前９時 30分から午後２時 30分までの

５時間とする。ただし、季節、行事や教員研修等により変更することがある。 

２ 教育・保育教育課程及び授業日数は、幼稚園教育要領の基準によって園長が定める。 

３ 前１項に掲げる時間以外の時間において、保護者の希望により預かりが必要な場合は、教育時間

終了後から午後６時までの範囲内で、預かり保育を行うものとする。 

 

（利用者負担その他の費用等） 

第９条 本園においては、焼津市特定教育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め

る条例第13条第１項の規定により、保護者から園児の居住する市町村が定める額の保育料の支払

を受けるものとする。 

２ 本園においては、焼津市特定教育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例

第 13 条第３項の規定により、本園の教育の質の向上を図るため、次の表に掲げる費用について、

同表に定める額の支払を保護者から受けるものとし、その目的、支払を受ける時期は同表のとおり

とする。 
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費 用 金 額 目 的 支払を受ける時期 

施設費（施設設

備資金） 

２０００円 

（月額） 
教育施設設備の維持・向上 

基本、毎月７日に口座

振替。残高不足の場合

は 15日に再口座振替 

入園受入準備費 
３００００円 

（入園願書受付時） 
入園に向けての諸環境整備 入園願書受付時 

３ 本園においては、前２項に掲げるもののほか、次の表に掲げる費用について、同表に定める額の

支払を利用保護者から受け取るものとする。 

区 分 金 額 

預かり保育代 

① 通常保育（午後２時３０分降園）の場合 

午後３時までは無料。 

利用開始時に１００円加算し、以降１００円／３０分。 

② 通常保育（午後２時３０分降園）以外の場合 

午前保育のときは午後２時３０分まで３００円、午後保育のときは午後２

時３０分まで２００円に割引。午後２時３０分以降は１００円／３０分。 

なお、教員研修日などで午前保育のときは午後２時３０分まで２００円、

以降５０円／３０分に割引。 

③ 一日預かり保育（午前８時～午後６時まで）の場合 

１００円／時に割引（最高１１００円）。 

④ おやつ代は利用料に含む。 

⑤ 月額合計額が８４００円を超える場合は、上限の８４００円を徴収。 

４ 本園においては、焼津市特定教育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例

第13条第４項の規定により、次のとおり実費を徴収する。 

区 分 金 額 支払を受ける時期 

給食費 

① 副食費無償化非対象者 

＜４月～２月＞月額４９６０円程度 

（１食４００円程度） 

② 副食費無償化対象者 

＜４月～２月＞月額２１７０円程度 

（１食１７５円程度） 

③ ＜３月＞ 

 月額は、最終的な年間の総給食数を決定し上記①及

び②の金額を加減調整する。 

（１食は上記①、②と同額） 

基本、毎月７日に

口座振替。残高不

足の場合は 15 日

に再口座振替 

小魚代 月額２００円 〃 

肝油代 月額２４０円 〃 

教材費（教材料） 月額６００円 〃 

絵本代 

① 満３歳児：月額４４０円程度 

② ３ 歳 児：月額４６０円程度 

③ ４ 歳 児：月額４９０円程度 

④ ５ 歳 児：月額７２０円程度 

 

〃 
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通園バス協力費 

(利用者のみ) 

① 往 復：月額２７００円 

② 片 道：月額１９００円 

基本、５月、10

月、1月に４ヶ月

分を纏めて徴収 

保育用品代 

（個人用非常食

保護者負担分等

含む） 

① 満３歳児（新入）：１１０００円程度 

② ３ 歳 児（新入）：１５１００円程度 

③ ３ 歳 児（進級）： ９０００円程度 

④ ４ 歳 児（新入）：１５９００円程度 

⑤ ４ 歳 児（進級）： ９０００円程度 

⑥ ５ 歳 児（新入）：１９０００円程度 

⑦ ５ 歳 児（進級）：１２２００円程度 

前年度の１月 

園児傷害保険の

保護者負担分 
２０００円 〃 

洋品・ランドセ

ル等の用品代 
一式 １８３００円程度 〃 

水遊び保育代 

（希望者のみ） 

① ５歳児以外  ５日間：３９００円程度 

②   〃   １０日間：７４００円程度 

③ ５ 歳 児  ５日間：４６００円程度 

④   〃   １０日間：８８００円程度 

⑤ バス協力費は別途 ９００円～１７００円程度 

６月頃 

遠足等の行事代 遠足の行先や行事の内容に応じて定める額 都度 

 

（子どもの区分ごとの利用定員） 

第 10条 本園の利用定員は、１号認定子ども２１０人とする。 

 

（利用の開始） 

第 11 条 本園の利用開始に当たり、１号認定子どもについては、保護者が本園に直接申し込むもの

とする。その際、保護者は幼稚園の教育方針を理解し、その教育保育活動に協力する態勢を整えて、

幼稚園所定の手続きを経なければならない。 

２ 本園は、本園の入園資格を満たす支給認定保護者から利用の申込みを受けたときは、正当な理由

がなければ、これを拒まないものとする。 

３ 利用の申込みのあった１号認定子どもと、現に本園を利用している１号認定子どもの総数が１号

認定の子どもの利用定員の総数を超える場合については、次の方法により選考を行い、園長が入園

者を決定する。 

(1)  兄弟姉妹が在園している家庭は、優先して入園させる 

(2)  卒園児の家庭は、前号に続いて入園させる 

(3)  その他の者は先着順により入園させる 

 

（退園及び転園） 

第 12 条 本園を退園又は転園しようとするときは、その理由を付して保護者から園長に願い出なけ

ればならないものとする。 

２ 本園において、次のいずれかに該当する場合は、園長は退園を命ずることができるものとする。 

(1)  当該園児が病気その他の理由により、他の園児に悪影響を及ぼす恐れのある場合 

(2)  当該園児の保護者が正当な理由がなく、納付金や実費費用等を未納又は３ヶ月間滞納した場
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合 

(3)  園長が、本園と当該園児の保護者との間で信頼関係を築けないと判断した場合 

(4)  その他特別な事情がある場合 

 

（休園） 

第 13 条 本園において、園長は、病気その他やむを得ない理由により引続き１月以上欠席を要する

と認められた者が休園を願い出た場合は、１年以内を限りに休園を許可することができものとする。

ただし、休園は月単位とする。 

２  園長は、教育上必要と認めたときは１年以内を限り休園を命ずることができるものとする。 

 

（利用の終了） 

第 14条 本園は、次に掲げる場合に、教育の提供を終了するものとする。 

(1)  １号認定子どもが小学校就学の始期に達したとき 

(2)  利用子どもの保護者から本園の利用に係わる取消しの申し出があったとき 

(3)  利用子どもの保護者が利用の基準に該当しなくなったとき 

(4)  その他、利用継続について重大な支障又は困難が生じたとき 

２  園長は、園児が全課程を修了したと認めるときは、卒園時に修了証書を授与する。 

 

（緊急時における対応方法） 

第 15 条 本園の教職員は、教育保育の提供を行っているときに園児に体調の急変、その他緊急事態

が生じたときは、速やかに保護者又は医療機関への連絡を行う等の必要な措置を講ずるものとする。 

２ 教育保育の提供により事故が発生した場合は、園児の保護者等に連絡するとともに、必要な措置

を講ずるものとする。 

３ 園児に対する教育保育の提供により賠償すべき事故が発生した場合は、損害賠償を速やかに行う

ものとする。 

 

（非常災害対策） 

第 16 条 本園は、非常災害に備えて、園児の安全を確保するための具体的な計画等を作成すること

とする。 

２ 本園は、前項の計画等に基づき、園児の避難及び関係機関への連絡のための体制を整備し、それ

らを教職員に周知するとともに、定期的に避難訓練を実施するものとする。 

 

（虐待の防止のための措置） 

第 17 条 本園は、園児の人権の擁護、虐待の防止のため、教職員に対し研修を実施する等の措置を

講ずるよう努めるものとする。 

 

（苦情等への対応） 

第 18 条 本園は、利用者からの苦情等に迅速かつ適切に対応するために、苦情対策担当者を置き、

苦情等に対して適切な措置を講じる。 

２ 苦情等を受けた際には、速やかに事実関係を調査するとともに、苦情申し出者との話し合いによ

る解決に努める。また、その結果を受けて必要な改善を行う。 

３ 前項の方法により解決が見いだせない場合は、本園の顧問弁護士に相談し解決に努める。 
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（秘密保持） 

第 19 条 本園教職員は、正当な理由がなく、その職務上知り得た園児及びその家族の秘密を漏らし

てはならない。 

２ 教職員の身分を解かれた後も引き続きこれらの情報を保持するものとする。 

 

（教育保育の質の評価） 

第 20条 本園は、教育保育の質の評価を行い、常にその改善を図り、教育保育の質の向上を目指す。 

２ 教諭の自己評価については毎年度末までに実施し、その評価については結果を公表する。 

３ 学校関係者評価についても、その結果を公表する。 

 

（雑 則） 

第 21条 この運営規規程の実施に関し必要がある場合は、園長が別に細則を定める。 

 

 

附   則 

 この運営規程は、令和８年４月１日から施行する。 


